
　７月号で初めてご挨拶させていただいてから、
今回で２回目の寄稿になります。あれからあっとい
う間に３ヶ月が過ぎて、すっかり涼しくなりました。
　この３ヶ月は特に ｢しもつまフューチャートー
ク」企画に取り組んでいました。下妻に関わる若
者を中心に、現在の活動や考えていることについ
て何でも、７分間で発表してもらうトークイベン
トです。｢私一人でできることは限られているし、
一人で活動するのも心細い…｣ という課題を最近
感じており、同世代の方や､ 興味を持ってくださ
る方々と出会うために、都市整備課の若手職員さ
んと企画しました。
　外者からすると、こうして近しい世代の人や、
興味を持ってくださる人と知り合うだけでも心強
くて、ゆるやかなつながりがとてもありがたく感
じます。
　年３回開催を予定していて､ ８月21日に開催し
た第１回の発表の様子は協力隊のYouTubeで公開
し、開催レポートもwebで公開しておりますので、
ぜひご覧ください。11月開催予定の第２回へのご
参加もお待ちしております。

８月の「しもつまフューチャートーク第１回」は、
オンラインで開催しました。

都市整備課　☎45−8128　　 43−2945

親鸞聖人ゆかりの地
地域おこし
協力隊だより
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　市の指定文化財となってい
る小島草庵跡は、浄土真宗の
開祖である親鸞聖人が常陸国

（現在の茨城県に当たる）に入
り最初に居住したといわれる
場所であり、関東における布
教活動の出発点ともいえる場
所です。親鸞聖人はこの地に
３年程滞在し、その後笠間市
の稲田に移りました。
　小島草庵跡には、大銀杏が

　 表敬訪問
下妻市果樹組合連合会・恵水梨出荷の報告

左から磯山副会長、小田部会長、菊池市長、JA広瀬下妻営農課長

　茨城県オリジナル品種「恵水」の出荷が最盛期となっ
ていることから、９月21日、下妻市果樹組合連合会の
小
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副会長が菊池市長を表敬訪問
しました。
　小田部会長は、「今年は天候に恵まれ、糖度、味共に
これまでにないものができ、市場関係者や消費者からの
反響も良いと感じています。濃厚な味わいの恵水を楽し
んでもらいたいです。また、これまで輸出向けとして出
荷していましたが、今年は国内向けにも出荷していると
ころです」と話していました。

市指定文化財 小島草庵跡の説明板が新しくなりました

※令和３年度の「恵水」の出荷は、10月10日現在、終了しています。

▶しもつまフューチャートーク
　第１回開催レポート
　https://note.com/shimotsuma
　rchive/n/nbfd5e87816d0

▶しもつまフューチャートーク
　facebook ページ
　https://www.facebook.com/
　stm.future.talk

あり、その枝が稲田に向けて伸びていることから、「稲
田恋しの銀杏」と言われています。また、親鸞聖人に関
する古碑や「四体仏」と呼ぶ五輪塔があります。親鸞聖
人ゆかりの地ということもあり、全国各地から参観者が
訪れます。
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目録を贈呈する伊吹支社長（左）と菊池市長（右）

明治安田生命保険相互会社が寄附金を寄贈
　９月21日、明治安田生命から寄附金209,000円の寄贈がありま
した。同社では、持続可能な社会の実現に向けて「みんなの健活プ
ロジェクト」と「地元の元気プロジェクト」の２つの取り組みを進
めています。今回の寄附金は、地元の元気プロジェクトの一環とし
て、本市に縁のある社員から寄せられた募金と同社の拠出金を合わ
せたものです。伊
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同社つくば支社長は「当社では市民の健康
づくりへの取り組みなども行っており、今後、市との連携を深めて
いきたいです」と話しました。

温かい善意ありがとうございます

いざというときの避難先を考えておきましょう

◆新型コロナウイルス感染症の自宅療養者等の方へ
　避難が必要な自宅療養者の避難先については、茨城県が案内します。
　　○連絡先：茨城県感染症対策課　☎029－301－3219
　※また、避難所に行けない方、県との連絡がとれなかった方は市が準備する施設を案内します。同様に濃

厚接触者および新型コロナの感染が疑われる体調不良者にも施設を案内します。市から「避難指示」や
「高齢者等避難」が発令された際には、下記連絡先にご確認ください。

　　○連絡先：下妻市保健センター　☎43－1990

8広報しもつま 2021.109 広報しもつま 2021.10

　市では、鬼怒川と小貝川の洪水ハザードマップを作成しています。ご自宅の浸水危険度を確認し、避難に
ついて考えておきましょう。危険を回避するための避難については、市が準備する避難所の他にも、色々な
避難先が考えられます。下図を参考に普段から避難先を考えておきましょう。

消防交通課　☎43−2119　　 43−4214

①家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない　　②浸水深より居室は高い
③水がひくまで我慢でき、水・食料などの備えが十分な場合

出展：内閣府・消防庁


